
多
く
の
激
励
・連
帯
が
寄
せ
ら
れ
る

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
り
、
少
な

く
な
い
組
織
が
参
加
を
自
粛
し
た
メ
ー

デ
ー
と
な
り
ま
し
た
が
、
開
催
に
当

た
っ
て
は
、
高
知
県
知
事
、
高
知
市

長
、
衆
議
院
議
員
・広
田
一
氏
、
衆

議
院
議
員
・武
内
則
男
氏
、
日
本
共

産
党
な
ど
か
ら
多
く
の
激
励
と
連
帯

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

新
自
由
主
義
に
終
止
符
を

メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
を
代
表
し
、

県
労
連
委
員
長
の
筒
井
代
表
委
員

は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
人
間
ら
し
く

生
き
る
条
件
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
や
す
く
見
え
て
き
て
い
る
。

や
は
り
新
自
由
主
義
政
策
に
は
終

止
符
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
済
至
上
主
義
で
は
な
く
、
人
が
中

心
の
、
人
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
を

み
ん
な
の
連
帯
で
つ
く
っ
て
い
こ
う
。
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
コ
ロ
ナ
禍
や
相
次
ぐ
災
害

は
、
新
自
由
主
義
政
策
の
中
で「
少

人
数
で
安
価
な
労
働
力
、
そ
し
て
長

時
間
働
く
職
場
」
が
ウ
イ
ル
ス
や
災

害
に
脆
弱
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
菅
政
権
は
疲
弊
す
る
中

小
零
細
企
業
や
医
療
機
関
へ
の
支

援
は
後
回
し
に
し
な
が
ら
、「
緊
急
事

態
は
延
長
、
規
制
は
緩
和
」の「
ア
ク

セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
同
時
に
踏
む
」よ

う
な
政
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
行
き
届

い
て
い
な
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
最
優
先
で
オ
リ
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
に
固
執
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
は
衆
議
院
選
挙
の
年

今
年
は
衆
議
院
総
選
挙
の
年
と
な

り
ま
す
。「
人
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
」

は
、
自
公
政
治
・菅
政
権
で
実
現
さ

れ
る
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍
で
見
え
て

き
た
政
治
の
矛
盾
点
を「
選
挙
」と
い

う
政
治
参
画
で
変
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
私
た
ち
の
生
活
は
、
政
治
と
は

切
り
離
せ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
普
通

に
暮
ら
し
て
い
く
中
で
政
治
は
働
き

方
や
社
会
保
障
、
税
や
教
育
と
い
う

よ
う
な
形
で
私
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

要
求
（些
細
な
こ
と
も
含
め
）の
す
べ

て
は「
政
治
的
」
で
あ
り
、「
政
治
的

中
立
」や「
政
治
と
か
か
わ
ら
な
い
」は
、

あ
り
え
ま
せ
ん
。
目
の
前
の
困
難
を

解
決
す
る
た
め
、
そ
の
先
に
あ
る
行

政
や
政
治
を
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、
機

関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を

ご
記
入
の
上
、
県
労
連
書
記

局
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
３
名
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
［
県

労
連
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し
て
い
ま
す
・

k
o
c
h
ik
e
n
ro

re
n
@
fm

2
.se

ik
y

o
u
.n
e
.jp

］
に
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。締

め
切
り
は
６
月
７
日
で
す
。

２
４
１
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
の
答
え
は「
ホ
タ
ル
イ
カ
」
で
し

た
。
当
選
者
は
次
の
方
々
で
す
。

【
当
選
者
】

岩
本

ち
ひ
ろ

さ
ん

（
自
治
労
連
）

山
中

詩
麻

さ
ん

（
自
治
労
連
）

浜
渦

美
智

さ
ん

（
自
治
労
連
）

※
事
務
の
都
合
上
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
の
発
送
が
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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【タテのカギ】
①公道の対 ②髪をすく道具 ③新宅。――を構
える ④――鉄砲を食らわす ⑥――と矢 ⑧不
入りの対。――満員 ⑪カツレツの略 ⑬首が長
い動物 ⑭――数が少なくおとなしい人 ⑮アミ
ダ――、宝――、富――
【ヨコのカギ】
①私立の学校 ③公費の対 ⑤瞬く間 ⑦水清
ければ――棲まず ⑨樹木の太い部分 ⑩♪―
―を越えて行こうよ、口笛ふきつつ ⑫――せぬ
出来事 ⑭スローの対 ⑯――も積もれば山と
なる ⑰自作――の猿芝居

【タテのカギ】
①公道の対 ②髪をすく道具 ③新宅。――を構
える ④――鉄砲を食らわす ⑥――と矢 ⑧不
入りの対。――満員 ⑪カツレツの略 ⑬首が長
い動物 ⑭――数が少なくおとなしい人 ⑮アミ
ダ――、宝――、富――
【ヨコのカギ】
①私立の学校 ③公費の対 ⑤瞬く間 ⑦水清
ければ――棲まず ⑨樹木の太い部分 ⑩♪―
―を越えて行こうよ、口笛ふきつつ ⑫――せぬ
出来事 ⑭スローの対 ⑯――も積もれば山と
なる ⑰自作――の猿芝居

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

当
選
者
の
発
表

当
選
者
の
発
表
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の文字を並べて

できる言葉は？

カギを解き二重枠

の文字を並べて

できる言葉は？

高
知
県
教
職
員
組
合
は
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
よ
り
よ
い
教

育
を
目
指
し
て
い
る
、
県
内
の
各

小
中
学
校
・
県
立
学
校
で
勤
務

し
て
い
る
教
職
員
の
集
ま
り
で
す
。

「
ブ
ラ
ッ
ク
」と
言
わ
れ
る
教
職
員

の
働
き
方
も
少
し
で
も
改
善
し
よ

う
と
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

安
芸
教
職
員
組
合
（
安
芸
教

組
）
、
香
美
香
南
教
職
員
組
合

（香
美
教
組
）、
土
佐
長
岡
郡
教

職
員
組
合
（土
長
教
組
）、
高
知

市
教
職
員
組
合
（市
教
組
）、
高

岡
教
職
員
組
合
（高
岡
教
組
）、

幡
多
教
職
員
組
合
（幡
多
教
組
）

の
六
つ
の
義
務
制
組
織
と
、
特
別

支
援
学
校
を
含
む
県
立
学
校
の

高
等
学
校
教
職
員
組
合
を
合
わ

せ
て
の
連
合
体
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

私
た
ち
の
組
織
は
一
言
で
言
え

ば
、
が
ん
ば
る
人
が
集
ま
っ
て
い
る

組
織
で
す
。
が
ん
ば
る
と
い
っ
て
も

い
ろ
い
ろ
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
を
め
ざ
し
て
日
々
の
授
業
作

り
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
、
様
々
な

学
級
・
学
校
行
事
や
部
活
動
な

ど
で
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
伸

ば
そ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
、
職

場
の
和
を
作
ろ
う
と
い
ろ
い
ろ
な

気
配
り
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
、
様
々

な
運
動
を
し
て
働
く
環
境
を
良

く
し
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
、

そ
し
て
表
に
は
出
な
い
け
れ
ど
組

合
員
と
し
て
周
り
の
仲
間
を
励

ま
し
て
く
れ
て
い
る
人
な
ど
、
本

当
に
様
々
で
す
。
で
も
、
そ
ん
な

県
内
各
地
の
組
合
員
が
集
ま
っ

て
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
ら

な
い
」
の
決
意
の
下
、
前
進
を
目

指
し
て
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け

ま
す
。
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。
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○息子が４月から幼稚園に入園します。

行く本人よりも送り出す親の方が緊張

しています。自治労連（Ｏ・Ｔ）

○ワクチン接種が本市でも近日始まる

予定です。私もその予行練習に参加

する。なるべくリスクのない、スムーズな

対応がとれるように尽力したい。自治

労連（Ｔ・Ｎ）

○解雇等見込みの数が全国的に少な

い…。単純に労働人口が少ない（人

口が少ない）ってだけでは？自営業か

公務員ってだけなのかも…。いずれに

せよ、数年後には、県人口70万切るで

しょ！？※パズルの答え、好物なので

すぐわかりました 自治労連（Ｓ・Ｙ）

○土佐の教育改革とこれからの教育

は知らないことが多かったです。自治

労連（Ｍ・Ｈ）

諸事情により、４月号機関紙が発行

できませんでした。申し訳ありません。

今後も、読み応えのある機関紙を目指

して作成していきますので、よろしくお

願いいたします。【県労連書記長・牧】
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と
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う
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を
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存
じ
の
方
も
お
ら
れ

る
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う
が
、
改
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て

紹
介
▼
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２
８
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れ
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国
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も
っ
と
も
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史
を
も
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団
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で
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る
。
戦
前
は
、
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安
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法
な
ど
で
弾
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さ
れ
た
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を

救
う
た
め
に
、
み
ず
か
ら
も
弾
圧

を
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け
る
中
で
、
獄
中
へ
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や
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へ
の
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な
ど
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任
追
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、

労
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事
件
な
ど
、
人
権
侵
害
と
た

た
か
う
多
く
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人
た
ち
と
と
も
に
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ん
で
き
た
。
こ
の
た
た
か
い
は
、

憲
法
で
保
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さ
れ
た
基
本
的
人
権

と
民
主
主
義
を
守
る
力
に
な
っ
て

い
る
▼
全
国
で
47
都
道
府
県
本
部

が
あ
り
、
個
人
、
団
体
４
万
７
千

人
余
の
会
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で
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成
さ
れ
て
い
る
。

高
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、
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労
連
加
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組
・
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を
含
め
個
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、
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２
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人
余
の
会
員
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
無
実
の
人
が
罪
に
問
わ

れ
る
冤
罪
事
件
、
市
民
事
件
、
労

働
事
件
な
ど
全
国
で
、
１
０
０
を

超
え
る
事
件
を
支
援
し
て
い
る
。

労
働
事
件
で
は
、
全
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連
と
と
も

に
、
東
京
・
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１
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の
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で
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仲
間
も
増
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て
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る
。
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く
仲
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を
支
援
す
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立
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は
、
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組
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も
国
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も
同
じ
で
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る
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５
月
１
日
、
高
知
市
中
央
公
園
に
お
い
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２
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ぶ
り
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デ
ー
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中
央
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が
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れ
ま
し
た
。
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禍
の
中
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
保
つ
た
め
、
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
傘
を
さ
し
た
３
０
０
人
の
参

加
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
連
帯
し
、
要
求
を
掲
げ
て
行
動
す
る
大

切
さ
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
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